

環境条件 

定略人力電店_ 
消費電力 
動作環境 



保管環境 

適合規制胃 

耐性 


AC 100 V 、 己 0/60 HZ 、 3。己 A 

定常時最大2 36 W (非給電時2己 W ) 最小18.3 W 

動作編度範囲日〜4日 ‘ C 湿度2日〜8日％ RH (結露なきこと） 
ファンを富速に設定し.ご使用いただく塌合は日〜巳日じが応 
フ 7 ンを中速（工場化巧時）に設定し、かつ装置を化の給電電力を1 
0〜5日. C 巧お 


0 W 从下でご使用いただく場合は 


(ごを意) 上記桑件を滿足しない塌合は、乂烫。感電。古た障。 f 吳動巧の原因となることがあり I お証致し 
かねまずのでごミ主意ください。 

保管温度範囲 - 2 0〜7日 ’C 

な營湿度範囲10〜9 0 %RH (結露なきこと） 


電磁放射 VCC I クつス A 

ネ静電気放電（巨 S D ) 

放身寸電磕巧害 

電気的ファストトラソジ： T ソトバースト 
電気が] サージ 

耐ち導ノイス'化 
電源周波致イミュニティ 
瞬停/電旺変動 


IEC 61000 -4-2 ( 10 K V ) 

IEC 610日日- 4-3 L e V e 12 
IEC 臣100日- 4-4 Levels 
IEC 61 日日日-4-已 Levels 
(AC line) 

IEC 目1日0日- 4-6 Level 2 
IEC 610 日日- 4-8 L e V e 14 
IEC 61000 -4-1 1 



形が及びが料。を彩 

質量（重量） 


添か巧品化様國による 

3，0 0 0 9 


クット7 —ク接続 


ツイストペアポート： RJ 4 己コネクプ16ポ- 


E E E 8日2。3 
EE 巨802。3 U 


1 00 BASE-TX 


f 云送を度 


100 Mbps を/半二重 


適合ケーブル：シイスト•ペア•ヶーブル 

( EIA / TIA 己68カテゴリー己相当は止） 
最大伝送距離：10日 m 


才ー トスゴ シエーシヨ ン機能： ' 


こ重を自動認識 


設定により 10 Mbps 、 100 Mbps およびを二重、半二重を固定す能をポ- 
最大1日。4州の給電が巧後 

ツイストぺ アポー ト： R 」4 己コネクタ2ポート 

ち送方式 : ] EEE 8 曰2, 3 1日目 ASE-T 

] EE 巨8日2。3 U 100 BASE-TX 
I 巨 E 巨8日2。3〇わ1 000 BASE-T 
伝送速度 ：10/10日/1日日日 Mbps を/半二重 

適合ケーブル ： ツイスト。ペア。ヶーブル 

( EIA / TIA 日己8カテゴリ ー 5 E 相当化止） 

最大ち送距雜：1日日 m 

オートをコ'シ I ージョン臟能：通信速度。を半二重を自動認識 

設定により1日 Mbps . 1日日 Mbps ぉよびを二重.半二重を固定す能 

SFP 拡張ポート：2ポート 

《上記10日0臣 ASE - T 対応ツイストぺアポートとの選お利用 
オフ。ソ3ン： SFP -1 日0日 SX SFP モジ1ール CPN 己402 1) 
SFP - 1 000 LX SFP モジ^ール （ PN 己4日 23) 
SFP - LX 40 SFP モジ^ー ル （ PN 己402己） 



レーク接続 


1 )M N 0シリーズ省電カモード塔載により、ポート接続を自動榜巧し、電力消費を必要量に抑制。 

コンソール。ポート： RJ 45 コネクタ1ポート 

通信ちす： RS -232 CUTU-TS V .24) 準拠 

エ ミュレーシヨンモード： VT 10 日 

通信を件： 9 6日日 b P S 、 S b i +、ノソバリティー,ストップビット 1 
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カスケード接続 


琴起動 


エージュント仕様 



( 1 ) 電源 LE D 〔 PWR ) 

禄点打；電源0 N 

¢2)自己設が LED ( STATUS ) 

綜点む：システム正を稼働 
瞪点灯：システムを動中 
蜡点減：システム障苦 
¢3)温度たンサ LED ( TEMP ) 

緑点む：正常碌動 

蜡点脯：内部温度たソサの或定闘値を超えた塌合 
C 4) ファン t ソサ LED ( FAN ) 

綜点む：正常稼動 
超点滅:フ 7 ン障害 
[:己）ポート L E D 

P 0 E (1 〜1巨ポート） 

緑点灯；電源な給中 
禮点滅：日 V e 「I 0 a d 時 

消む：電源未供給または端末未接続 
L ] NK / ACT 。（1 〜16ポート） 

緑点打：1日日 Mbps でリンクが確な 
檔点灯：1日 M b P S でリンクボ確立 
緑点滅: 10 0 Mbps でパ吁ッ ト送受信中 
檔点滅：1日 M b P S でパ吁 y 卜送受信中 
消灯：端末ホ接続 
GIGA C 17〜18ポート） 

禄点む：1 G b P S でリンクボ確な 

ミ肖む：1日0 M b P S . 1日 M b P S でリンクザ確立または端末ホ接続 
10 0 ( 17〜18ポ-卜） 

録点灯：1日 0 Mbps でリンクボ確立 

消む：1扫 b P S . 1日 M b P S でリンクが確なまたは端末未接続 
L ] NK / ACT 。（17 〜 IS ポート） 

緑点灯：リンクボ確立 
緑点減： バ吁ッ ト送受信中 
消打：端末ホお続 

ポート1〜 1 S が A U + 0 M D I / M D I - X にかお（固定設定可能） 

通信条件を固定に設定したポートは . M D I - X になりまず。 

工場化荷時は、ポート1〜16は M D I - X になりまず。 

ソフトウてアからは下の3つのモードでリ t ットす能 

( 1 ) うす ームスクート 

(2) 工場化荷時に戻ずリたット 

(3) ] P アドレスな外を工場化巧時に戻ずリ tr ット 
いずれもリブ'-トタイマー機银によリタイマー制御す能 

管理用プ□トコ ル： SNMP V 1 /V 2 ( RFC 11 己 7) 

TELNET ( RFCS 已 4) 

HTTP ( RFC 2616) 

ソフトウェア。ダウン□-ド用了□トコ ル： TFTP CRFC 783) 

装おずる M I 目： MI 目 II (RFC 12 13) 

SNMPv 2 -M ] B (RFC 19 0 7) 

I P-FORWARD ] NG-M I B ( RFC 2 0 9 6) 

RMON — MI 巨 (RFC 175 7) 

(グルー了 1 ， 2 , 

目 R ] DGE-M ] B (RFC 149 3) 

P — 巨 RID 曰 E — M ] 巨 (R F C 2 6 7 4) 

Q - 目 RIDGE - M ] 目 （ RFC 2674) 

IF-MIB ( RFC 2 S 己 3) 

RADIUS — AUTH — CLIENT — MI 巨 （ RFC 2 巨 18) 
POWER - ETHERNET - M ] 巳 （ RFC 3621) 

IEEE 802 。 IX M]B 
IEEE S 02。 吕 ad M ] 巨 
R S T P - M I B 

な下のち法によって管理用パつゾ-グの設定がす能 

C 1 ) コンソール。 ボートに接続された非同期端末からの設定 
C 2 ) T e I n e i 接続した遠隔端末力、らの設定 
(3) We b による遠隔端末からの設定 
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8 。スイッチの管理 


9。その化 


は下のちをによつてスイ’ソチの管理ボす能 

( 1 ) コンソール。ポートに接続された非同期端末からの管理 

C 2) T e Inet ^ TCP / IP^v 卜7-ク接続を使用した遠隔端未からの管理 
(3) S N M P マネー’ゾ r による管理 
C 4) Web による管理 

な下の機能にぶつ てスイッ 子動作が沉の確認ザす能 

( 1 ) ファンヒンサ機能 

(2) 内部温度ヒンサ機能 

(3) C PU 使用率。> モリ使巧量表示臟能 

S y S log Client (SysLog ブーパへのシステム〇ダ送信） 

TFTP Client (ソフトウ I アアッ了グレード.或定情報の保を。読化） 

電ミ 原コー ド掛けブ□ック（電源 コー ドのなけ防止） 


塔載機能 

.- 1。スイッ乎機館 


- 2。スパニンク—ツリ 


- 3 。 VLAN 


一4。リンク 


アクリケーンヨン 


己 。 Q 0 S 


グリンク' 


イル手キャス 


- 8。認証機能サボ- 


9。給電機能 


スイッ乎ン グちす 
スイ’ ソ手ング容量 
バケッ ト 転送能力 


M A C アドレステーブル 


バッファ 

フ□一制御 


:ストアアンド' フホアード 

:14。8扫 b P S 
:し4 8 8,日日日 pps / ポ—卜 （1 日日日 Mbps ; 
:148，8日日 PPS / ポ-卜 （1 日 0 Mbps ) 

14, 8 8 0 P P S / ポート （1 日 Mbps ) 

: 16 K エソ トリー/ ユこッ h 

(ポ-卜車化で自動学習の有効/お効が可能. 

:1 M バイト 

:半二重時パ"ノクプレ y シで一 
全二重時 ] EEE 8 日2。3 X 
: 3日日〜6日0秒（デ7ォルト値） 


固定登録が巧能） 


IEEES 0 2。 ID スバニンブツリープ□トコル互換 
I E 巨 E 8日2。1邮つビ‘ソドスパニンタツリー了 □トコル豆換 
I E 巨 E 8日2 。 Is マルチプルスバニソグジリー了□トコル準拠 
臣 PDU ザード機能サポート 

IEEE 8 0 2。 1 Q タグ VLAN つ‘□トコル準拠 
ポー トベース V LAN 

V L AN 登歸な2日6個（テ'フォルトも含む） 

I E 巨 ES 日2。3曰 d リンクアグリゲージ3ソ機能サポート 
最大日ダループ構ぶ可能 （ 1グルー了最大8ポート） 

IEEE 8 C ]2 。Ip 8段階の優先制御をサポート 
(は下のスケジューリングで巧の選択ボ可能） 

( 1 ) P r 1 0 r 1 t y Queue 1 n g 

CPQ ： 絶対優先スケジ 1- リンク')(デフォルト或定) 

C 2 )WeIghted Round—Robin 

CWRR :重みがきつウンド□ビンスケジューリング） 

が兼となるポートの卜つフィックを指定したポートにコピーして送信す能 
(複数の対象ポート指定ボ可能） 

C 送信ち向のミつーパ中 y 卜には受信した VLAN I D の V L A N タグをか加して化力） 

I G M P Snoopfng 機能でポート 
I G M P Q U e r 1 e r 臟能サポート 

I 巨巨 ES 日2。1 X ポートベース認証機能サポート 
I 巨巨 E 8 日2。1 X を用いた MAC ベース個別誌証機能 
IE 巨 ES 日2。1 X を用いたタイすミック VLAN 機能 
IE 巳 E 8 日2。1 X を用いたゲスト VLAN 概能 

登録 MAC ァドレス靖制語証機能（巨 AP — MD 己/ TLS/PEA P 語証ち式） 

EAP フレーム透過 I 幾能（ポート单化で巨 AP フレ-ム透適の有効/無効が可能) 

IE 巨 ES 日2。3日 f ，給電磯能サポート 

1〜1巨ポ-卜に最大合計17日 W 給電す能し十:-卜への最大給電能力15。4 W ) 
給電ちす ： Alternative 巨（空き線 4，己，7,8) 

《イ共,給電力（固定）によって巧化を、化を、中速、高速の4段階にてファン制御巧能 
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。苗 H ファン 

コント□ー ル機能 


動作巧境、給電容量に合わせ、 ファン 回を数を或定 


詩音 

動作 

最大 

77 ソコント □ー ル 

環境温度 

給電容量 

高速 

High 

日一己 0 .C 

17 日 W 

中速（工場化荷時） 

M I d 

0 -4 日ご 
( 《 1 ) 

1 70 W 

低速 

Low 

日一 4 0 ご 

62 W 

超化を 

Min 

日一 4 日 -C 

62 W 



アク t ス 
コント□ー ル 



> 管理機能 

ファームゥ X ア仕廊 

1。 ソフトウエア 

_バ^シ3ン_ 

2。 す寸応ブつゥザ 

3。 使用言語及び 
使用了 □ トコル 


イ氏速 八 ，給電容量が 12 4W を超える場合は，つァンを中速 

Low u - iUL ^ りと W または高速に i 曼定してご使用ください 

超化を ，'。化 j 給電容量が 62 W を超える塌合は.フ 7 ンを化速. 

Min W 中速または高速に課定してご使巧ください 

(ぷ）装置を体の給電電力を 1 1日 W は下でご使巧いただく塌合は、日〜己 0 ごの場合でお使いください。 

は下のパつノータでアク t ス制御ボ可能 

(1) ] P アドレス （Source または Destin 日 tlon ) 

(2) MAC アドレス （Source または Desi 1 not 1 on ) 

C 3) TCP / UDP ポート番号 （Source または Destination ) 

C 4) VLAN ID 

(己） S 日2 。 Ip Priority 

(6) DSC P 

( 7) P r 0 t 0 c 0 I 

i を ) ] C M P タィフ。 

(9) TCP S Y N Flag 


Boot Code : Ver .1.0.0.04 化降 
Runtime Code : Ver . 2.0 .0.62 は降 


Internet Explorer 6 

HTTP 1.1 
HTML 4.0 
JovQ RE 1.4 



4。文字コー _ ドヒット_ ShIft_JIS 
設定機龍 

1。スイ、ン乎ング設定。管理情報課; 


管理情報設定 
] P 設定 
SNM P 設定 
ポート設定 
アクヒス案件設定 
ユーザを/パス7-ド設定 
FD 巨或定及び参照 
を刺設定 
VLAN 設定 

リンクアグ リゲー シヨン或定 
ポートモこタリンダ設定 

MST P (マル f プルスパ ニン タツリ ー) 設定 
アクヒス コント□- ル或定 
Q 0 S 設定 

ス トームコント□- ル或定 
] 巨 EE 8 0 2。1 X 誌証設定 
]G M P Snooping 設定 
] 扫 M P Q U e r 1 e r 或定 
P 0 E 設定 

ポー トカウング或定及び参照 
ソフトウエアアップグレード 設定 
設定フ 7 イルの保存/読化設定 
再起動設定 
シス干ム□グ 
システム□グ 送信設定 
設定情報の保存 
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メールサーパの 或定 

送信先アカウント （ /- ルアドレス）の設定（最大 3 アカウンい 

: それぞれにレポートの通知と卜つ’ソ了の通知を運おす龍 
送信元アカウント （ /- ルアドレス）の設定 



レポート間隔の設定 ：を日、を過、を月のいずれか 
レポートの内容の設定：ポート情報 . 卜つフィックサマリ . シス干ム□ダ 
添かフ 7 Y ルの選が ：添かしない、 CSV お式、テ A スト形式のいずれか 
添かフ 7 イルデータの或定 

データ収集固隔： 10 分毎 . 3 日分毎 .1 時間、 3 時固、目時間、 1 日のいずれか 
□グの内容 ：帯巧使用率 （％)、受信つ レーム 数、ブ □— ドみ t スト.マルチみャスト 

コリジョン ◎ 敦.エつ一絵敦 

ポート選択 

設定棲 . 干スト/ー ルを送信ずる 

ポート別の過ま 2 4 時固の 10 分ごとの卜つフィックの状態を表示。 

表示内容は 
時刻 

帯巧使用率 (%) 

受信フレーム数 
了 □- ド ' ホで スト 
マルチキザスト 
コリジ 3 ソ回教 
ェつ一絶数 


本化をダつフィック表示し、 L E D の表示が態をリアルタイ厶で確認す能 
更新間隔： 2 0 が 





„ . I I . 

ヒン No.^1 2 3 4 5 6 7 8 


1LDA+ BLDA- BLDD+ BLDD- BLDC+ BLDC- 

: LDB+ BLDB- BLDC+ BLDC- BLDD+ BLDD- 


„ . I I. 

ヒン No. — 2 3 4 5 6 7 8 





ピン No.^1 2 3 4 5 6 7 8 
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或置ちま。付属品 

'- し設置方法 

' - 2 。か属品 


(I) 19インチつックへの取り付け 
¢2)壁面への取り付け 

¢3)什器へのマグ Sy 卜巧りかけ 

C 1 ) 巧お説明書 
(2 ) CD-ROM 

¢3 ) 巧かを具 （19 イソ子つックマウント用） 

(4) 取付を具（壁巧付用） 

(已)是ジ （19 イン手つックマウント用） 

(6) タジ（壁取か巧） 

¢7)クジ（巧か金具と本体接続用） 

(8) ぇづ (マダなット巧付用） 

¢9)ゴム足 
¢10)マグタット 

(II) 電源コ-ド… 

(《）付属の電源コードは1日0 V 専用コードです。 


3^1ン己 □□ 

一 1 。コンソールケーフル 

(品を： P N 7 2 日日 1 ) 
-2 。 SFP-100GSX 
(品番： P N 5 4 日 21 ) 


3 。 SFP-100GLX 
( 品番： P N 日 4 日 2 3 ) 


4 。 SFP-LX4Q 
( 品番： P N 己 4 日 2 己） 
( ^ 1 ) 


(1) R 」45- Dsub 9 ピンコンソールす一了ル 


光ファイバ•ボート： LC 〕 ククタ （2 お） 


f 云送月ゴ 
f 云送速度 
適合ケ-ブル 


最大伝送距誰 

光ファイバ。ポート 
1 ふ送ちす 
ち送速度 
適合ケーブル 

最大ち送距離 

光ファイバ。ポート 
伝送速度 
適合吁ープル 

最大伝送距離: 


: EEE 802。 3 Z 100日 BASE-SX 
:1日日日 Mbps を二重 
:光ファイバすーブル 
己0/12巳 ym マル f モードフ7イバ 
目2。己/12己 Aim マルチモード77イバ 
:已0/12己 ym の塌合己日日 m 
巨2。己/12己 ym の塌合2 2 0 m 

' : LC コぶクタ （2 あ） 

: ] EE 巨8日2。3 Z 1 000 BASE - L ； 
: 1 0 0 0 Mbps を二重 

:光フ7イバ吁ーブル 

1 □ /12己 y m シンタルモード' フ7イバ 
:10 K m 

' : LC コぶクタ （2 あ） 

: 1 0 0 0 Mbps を二重 
:光ファイバ t — 了ル 

10 /12 5 M m シングルモードフ7イバ 
: 4 0 K m ( 《2 ) 


LX 4 日を巧向でご使用ください（通信速度1日0日 M b P S ) 
光許容損失が 一 19 d B け下でご使用ください 
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安を確保のための使用止の禁止事項 


記の項目をミ前足され ていない 場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

苗品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

:1 ) 交流1日0 V な外では使用しない 

义お。感電。化障の原因となりまず。 

こ吕）ぬれた手で電源了つダを抜き差ししない 
感電。故障の巧因となりまず。 

：3)雷が発生したときは、この装置や接続中ープルに朋れない 
感電の原因となりまず。 

M ) この装置を分解。改造しない 

义を。感電。故障の原因となりまず。 

: 5 ) 電源コードを傷つけわり.無巧に曲がたり、引っ張ったり. ねじったり，, たばねわり.はさみ化んだり、重いものをのせたり，加熟したりしなし 
電源コードボ破損し.义烫。感電の原因となりまず。 

[己）開□部やツイストぺアポート、コンソールポート、 SFP お張ス□’ントから内部に金属や臟えやずいものなどの異物を差し化んだり. 

巧とし化んだりしない 
火お。感電。故障の原因となりまず。 

こ 7) ツイストぺアポートに1日目 ASE - T /1 日〇臣 ASE - TX /1 日日0目 ASE - T な外の; j 幾器を接続しない 
义を。感電。故障のお因となりまず。 

こ 8) 水のある塌戸斤の近く.湿気和ほこりのをい塌がに設置しない 
义癸。感電。故障の巧因となりまず。 

::白）直射日光の当たるところや';品度の高いところに或置しない 
内部の温度が上がり.乂烫の原因となりまず。 

こ1 0) 振動。衝撃のをい場巧やす安定な場巧に設置しない 
落下して，けが。古お障の原因になりまず。 

：11 )S F P お張ス□ットに別売の S F P モジ王ール 〔 SFP -10 日日 SX / SFP -1 日日日 LX / SFP - LX 4 日） u 外を実装しない 
乂癸。感電。化障の原因となります。 

:12) ] ソソールポートに別売の]ソソールケーブル PN 72 日日1 R 」4 己- DSub 9 ビソコソソールケーブルじ I 外を接続しない 
火を。感電。故障の原因となりまず。 

：1 3) この装置を义に人れない 

蠕発。乂烫の原因となりまず。 

：1 4) か属の電源コ—ド（交流10日 V 仕様）を使う 
感電。語動作。巧障の原因となりまず。 

こ1 5) 故障時は電源了つ 夕を扳< 

電源を供,給したまま長時固放置ずると乂烫の原因になりまず。 

C 16 ) 必ず アース 線を接統 ずる 

感電。語動巧。化障の原因となりまず。 

[17) 電顆コードを電源ポー トにゆるみなどがないぶう、 確実に接続ずる 
感電み I 具動作の原因となりまず。 

：1 8) この装置を壁面に巧り付ける塌合は.本体および接続寸-ブルの重みにより巧下しないよう確実に巧りかけ。或置ずる 
けザ。故障の原因となりまず。 

：1 7) 自己設が L 巨 D ( STATUS ) 、温度たソサ LED ( T 巨 NP ) 、ファン t ソサ L 巨 D が瞪点液となった場合は、システム障害のため 
コン tr ント を 抜く 

電源をなおしたまま長時間放置ずると乂烫の原因となりまず。 

：18 ) ツイストべアポート 、 S F P お弓長ス□ット、コンソールボート、電源コード-掛けブ□ックで手などを切らないようを意の止巧り圾う 


使用止の注意事頂 


1 ) 内部の点検。修 i 里は販売店にご巧頗くだざい。 

2) 商用電源は必ず本装置の近くで.巧りあいやずい攝币からお巧りください。 

3) この装置を設置。移動する際は.電源コードを外してくだざい。 

4) この装置を清掃する陪は.電源コードを外してくだざい。 
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(己）仕様眼巧をこえると t 里動作の原因となりまずので.ご注意ください。 

(6) この装置をマグタットで巧りかける塌合は.吁ーブルの重みなどで装置がずれたり落下したりしないことをご確認ください。 

また.ケーブルを接続ずるときは、装置本体を巧さえて接続してください。 

(7) マグよットにフ〇‘ソピーディスクを踰気力ードなどを近づけないでください。記歸内容销失のおそれボありまず。 

(8) この装置を日 A デスクに取りがけた時.取りかけたまま.ずらさないでください。塗装面によっては傷がつくおそれがありまず。 

(白） RJ 4 日コよクタの金属端子みコネクタに接続されたツイストペア寸ーブルのモジュラ了つダのを属端子 、 S F P お張ス □ 〜ノ h 内部の 
金属端子に触れたり.帯電したものを近づけたりしないでくだざい。静電気により故障の原因となりまず。 

(10) コククタに接続されたツイストペアケーブルのモジュつ了つグを力一ぺットなどの帯電ずるものの上や近のに放置しないでください。 

静電気により故障の原因となりまず。 

(11) 慈下など強い衝撃をちえないでください。故障の原因となるりまず。 

(12) コンソールポートにコンソールすーブルを接統ずる隙は.事前にこの装置は外の金属製什器などを触って静電気を除ましてください。 

(13) 边下場戸斤でのな管。使用はしないでください。 

(仕様の環境を件下にて保管。使用をしてください） 

- 水などの液化がかかるおそれのある場を.湿気がをい場戸斤 

- ほこりのをい場巧、詩電気障舌のおそれのある場所（力一ぺットの止など） 

- 直射日光が当たる場戸斤 

- 結露ずるような場巧，仕様の谓境を件を滿たさない高遍。お温の場巧 
-振動。衝撃が強い場ホ 

(14) 周囲のミ品度が□〜4日‘ごの場戸斤でお使いくだざい。 

ファンが高速に設定しご使用いただく場合は、〇〜5 O ’ C の場戸斤でお使いください。 

ファンを中を（工場出荷時）に設定し、かつ装置を体の,給電電力を11 0 W け下でご使用いただく場合は. 〇〜己 o ’ c の場戸斤でお使いください。 
また.この装置の通風□をんさがないでください。 

通風□をんさぐと内部に熱がこもり i 貞動作の原因となりまず。 

(15) 装置同±を積み重ねる塌合は.上下の臟器との固隔を2日 m m は止空けてわ使いくだざい。 

(16) SPP な骗ス□ットに別売の S F P お張モジ ュ ール （ SFP - 1 OOOSX/SFP - 1 日日日 LX / SFP - LX 4 D ) な 外を 

実装した場合、動作保証はいたしませんのでごミ主意ください。 


11。品質保部について 


本商品の品質管埋には最大のミ主力をいたしまずが. 

(1) 万一.本商品の品質不度ポ原因となり、人命並びにお産にを大の黨響ボ予測される塌合には、本仕祿書記載の特性。级値に 
巧しを巧を持たれ.かつ二重回路等の安を巧策を組み化んでいただくことを.製造物貴任の観点からわ勒めしまず。 

¢2)本商品の品質保証期聞はお買止け曰より1年同とし.本仕様青に記載された項目とその範囲内とさせていただきまず。 

本商品に弊社の音による瑕疵が日月らかになった塌合には.誠意をもって代替品の指な I またはおな部みの交お.修理を 
本商品の納人塌 F 斤で速わかに斤わせていただきまず。 

但し、：欠の塌合はこの保 t 正の対象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品の故障令おおから誘発ざれた他の損害の場合。 

2) お買い止げ接の巧あい.保管、運搬（輸送）において、本仕様青記載な外の条件ザ本商品に加わった攝合。 

3) お買い止げ時までに実用化されている技術では予見ずることが不巧能であった現象に起因ずる場合。 

4) 义お、せ震。決水。义炎。絲争など弊社に責のない自なあるいは人為的な《害による場合。 


耳が及説明青.本体貼付つベル等のミ主意青に化った使用状態で保証期間内に故障した攝合には、無料修埋させていただきまず。 

お客様の取巧或日月害に化わない操作に起因ずる損害および本商品の故障。 f 臭動作などの要因によって通信の蝶会を 
逸したために生じた損菁については.その青 f 壬は負いかねまずのでご了をください。 

(イ）使用止の I 具りおよびで当な修理和改造によるが障およびお傷 

(□) お買上け褚の取付場所の移設、輸送、落下などによる故障および損傷 

( A ) 义烫 I お震.水害 I 连雷 I その他天烫地変および公害、塩害.々ス害（硫化々スなど）、異常電枉 I 指定外の 
使巧電源（電旺 I 周波数）などによる故障および損傷 
(二）お証青の提示ボない場合 

(ホ）お t 正書にお買止げ曰、わを様をの記人のない場合.あるいは字巧を書き替えられた場合 
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